
２ 「部隊参集訓練」 

 

（１）指揮支援部隊 

【実施状況】 

安来市を震源とするＭ7.1の直下型地震により、安来市及び松江市ともに震度6強を観測し、

「緊急消防援助隊の応援等の要請等に関する要綱」第２７条に規定する別表 D－１の区分Ⅱ

に基づき、震央管轄都道府県に対応する指揮支援部隊長の属する広島市消防局指揮支援隊が

県庁に迅速出動し、また指揮支援本部の設置について長官の求めに基づき岡山市消防局指揮

支援隊と神戸市消防局指揮支援隊が指揮支援部隊長の応援先の指定を受け、それぞれ被災地

に出動した。 

 

【進出先】 

指揮支援部隊 進出拠点 活動場所 

広島市消防局 

（指揮支援部隊長） 
島根県警察学校（ヘリ） 

島根県消防応援活動調整本部

（島根県庁） 

岡山市消防局 島根県警察学校（ヘリ） 
松江市指揮支援本部 

（松江市消防本部） 

神戸市消防局 安来市消防本部（陸路） 
安来市指揮支援本部 

（安来市消防本部） 

 

 

【課題・対策】 

ア 実災害では、天候不良によるヘリ搬送不可及び道路状況等による遅参が考えられるため

指揮支援隊が到着するまでの間、指揮本部での調整が必要である。（神戸市消防局） 

【評価】 

イ 支援情報共有ツールの掲示情報が分かりやすく、役に立った。各隊が情報掲示を積極的

に行うとともに、進出・輸送、道路状況、活動状況等項目別に表示することで、より有効

に活用できると考える。（岡山市消防局） 
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（２）統合機動部隊・県大隊 

【実施状況】 

安来市を震源とするＭ7.1の直下型地震により、安来市及び松江市ともに震度6強を観測し、

「緊急消防援助隊の応援等の要請等に関する要綱」第２７条に規定する別表 D－１の区分Ⅱ

に基づき、震央管轄都道府県に対応する岡山県・鳥取県・広島県・山口県の統合機動部隊が

迅速出動し、その後長官の求めにより岡山県・鳥取県・広島県・山口県・香川県・徳島県・

愛媛県・高知県の各県大隊が進出拠点に向け出動した。なお、統合機動部隊及び各県大隊は

「緊急消防援助隊の応援等の要請等に関する要綱」第６条第２項の規定に基づく消防庁と調

整本部の調整により出動先を指定するものとした。 

 

【進出先】 

緊急消防援助隊 進出拠点 備考 

統合機動部隊 

広島県・山口県 松江自動車道 加茂岩倉

パーキングエリア 

被災地消防本部 

（松江市消防本部） 

岡山県・鳥取県 鳥取県消防学校 震央管轄消防本部 

（安来市消防本部） 

県大隊 

広島県・山口県・愛媛県 松江自動車道 加茂岩倉

パーキングエリア 

 

岡山県・鳥取県・香川県・

徳島県・高知県 

鳥取県消防学校  

 

 

【課題・対策】 

ア 県隊内の連携において、統合機動部隊は、県大隊長到着までの間の状況を動態情報シス

テムへの入力を、また、県大隊長（指揮隊・通信支援小隊）は活動状況・被害状況を支援

情報共有ツールへの入力の必要を感じた。（鳥取県） 

イ 動態情報システム上に、高速道路において虚偽の通行止め表示がされており、支援情報

共有ツールの確認が必要である。（岡山県） 

ウ 実災害においても進出拠点の混雑が予想されることから、複数県大隊の集合は車両台数

等を考慮し、場所の選定を行う必要があり、パーキングエリアの広さも考慮し、臨機応変

の対応が必要。（山口県） 

エ 確実かつスムーズな車両燃料補給体制の確立のため、進出拠点周辺の災害対応型ＧＳの

把握、若しくは燃料補給車両の有効活用が必要。（愛媛県） 

オ 山間部において iPadの状態が悪く、進出拠点の指定の確認が遅れた。通信状態によって

は後方支援本部への問い合わせ、又は緊急消防援助隊アプリによる情報確認が必要。（高知

県） 

カ 実災害時も同様の対応が出来ると考えるが、予め複数の進出ルートを検討（想定）して

いたことで、進出拠点の変更表示に対応できた。（高知県） 
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【その他】 

各ＳＡの混雑状況を確認せずに県大隊の隊列を保持したままＳＡに進入してしまったが、

ＳＡ等を使用前に混雑状況等を把握するため、指揮隊は隊列を外れ、事前調査を経て各小隊

等の誘導の必要を感じた。（徳島県） 

 

（３）島根県内消防応援隊 

【実施状況】 

松江市及び安来市による県内消防相互応援協定に基づく応援要請について、代表消防機関

代行が一括要請を行い、各消防本部消防応援隊は、調整本部と被災地消防本部が協議し決定

した場所を目指し出動した。 

 

【進出先】 

県内消防応援隊（７本部） 参集場所 備考 

出雲消防、雲南消防、大田消防、

江津消防、浜田消防、益田消防 

松江市消防本部 南消防署 被災地消防本部 

隠岐消防 航空自衛隊美保基地～活動拠点場

所（宿営場所） 

離島からの空輸に

よる参集 

 

 

 

【活動記録】部隊参集訓練 

 

●統合機動部隊・県大隊（松江自動車道加茂岩倉パーキングエリア） 
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●統合機動部隊・県大隊（鳥取県消防学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

16



●県内消防応援隊（松江市消防本部南消防署） 

  

  

 

 

●県内消防応援隊（隠岐消防 消防車両・人員輸送検証） 

隠岐空港～航空自衛隊美保基地 

  

  

 

17



 

３ 「後方支援活動訓練」 

 

【実施概要】 

各県大隊の応援計画に基づき、自己完結型の訓練とし、野営等に必要な資機材、食料等の

準備、及び県単位での給食訓練の実施により情報共有及び連携強化を図った。 

また、翌日の部隊移動後の部隊運用訓練並びに夜間訓練に備えた活動ミーティング、及び

総務省消防庁国民保護防災部防災課長の激励巡視を実施した。 

 

【実施項目】 

（１）後方支援活動訓練 

ア 日時； 平成２９年１０月２０日（金） 訓練会場到着時から翌日６時００分まで 

イ 場所； 松江総合運動公園（陸上競技場） 

ウ 実施内容 

・ 燃料補給訓練（仮貯蔵及び仮取扱所の設置）を実施し検証した。 

・ 清潔区域を宿営会場（陸上競技場内）とし、各出入口に除染場所を設置し除染活動を実

施した。 

・ 給水は、基本的に各県大隊で準備した保有水を使用することとした。 

・ 後方支援活動でのゴミ量の削減と、このことの意識付けを目的として各県大隊の発生ゴ

ミ量の調査を行った。 

 

（２）活動ミーティング 

ア 日時；平成２９年１０月２０日（金） １７時１５分から１８時１５分 

イ 場所；後方支援活動訓練会場（松江総合運動公園 陸上競技場内会議室） 

ウ 実施状況 

・ 指揮支援部隊長により、災害状況、参集部隊及び装備状況等（訓練参加緊急消防援助隊、

県内消防応援隊、関係機関等）をもとに、部隊運用訓練に対応する部隊配置等に係るミ

ーティングを実施した。 

・ 訓練支援員から、部隊運用訓練会場等における留意事項等の説明を行った。 

 

（３）激励巡視 

ア 日時；平成２９年１０月２０日（金） １８時１５分から１９時１５分まで 

イ 場所；松江総合運動公園 陸上競技場内（後方支援活動訓練会場） 

ウ 実施機関 

総務省消防庁国民保護・防災部防災課長、島根県知事、島根県防災部長、全国消防長会中

国支部長、全国消防長会四国支部長、島根県消防長会会長（松江市消防長）、島根県内消防本

部消防長 
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【活動記録】後方支援活動訓練 

 
●後方支援活動訓練 

  

 

●活動ミーティング 

  

  

 

●激励巡視 
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●ゴミ量の調査結果について 

 

本調査の目的は、過去の緊急消防援助隊出動における反省事項でも取り上げられている「後

方支援活動でのゴミ量削減」を目的として、今年度から開始したものです。 

中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練において具体的なゴミ量を調査し、目に見える

形で実施結果報告書に掲載すること並びに、本調査を継続しグラフ等により毎年の推移を比較

することにより、「ゴミ量の削減」に繋がると考えております。 

 

・各県隊のゴミ量集計結果 

隊
名 

広島県大隊 岡山県大隊 山口県大隊 鳥取県大隊 島根県内応援隊 

人
数 

１１７人 ６８人 ５５人 ６２人 ８４人 

合
計 

５１０Ｌ ３６０Ｌ ３６０Ｌ ５２０Ｌ ５０６Ｌ 

備
考 

可燃：１６０Ｌ 

不燃：２１０Ｌ 

ＰＥＴ：７０Ｌ 

缶：４０Ｌ 

可燃：２２５Ｌ 

不燃：９０Ｌ 

ＰＥＴ：４５Ｌ 

   

 

隊
名 

徳島県大隊 香川県大隊 愛媛県大隊 高知県大隊 
神戸市消防局 

指揮支援隊 

人
数 

３０人 ５５人 ４１人 ３９人 ８人 

合
計 

１３５Ｌ １８０Ｌ １８０Ｌ ２２５Ｌ ９０Ｌ 

備
考 

     

 

・各県隊のゴミ収集状況 
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４ 「災害即応訓練」 

 

【実施概要】 

被災地に先遣出動した部隊による災害現場初動対応として、土砂災害と多重事故想定のブ

ラインド訓練を実施した。また、島根県が災害時応援協定を締結する島根県石油協同組合の

協力を得て、燃料補給に係る仮貯蔵・取り扱いの検証を実施した。 

 

【実施状況】 

（１）土砂災害救出訓練 

ア 日時 

平成２９年１０月２０日（金） １３時３０分から１５時００分まで 

イ 場所 

松江市北消防署東部分署 

ウ 実施機関 

統合機動部隊、島根県内消防応援隊 

 

（２）多重衝突事故対応訓練 

ア 日時 

平成２９年１０月２０日（金） １３時３０分から１５時００分まで 

イ 場所 

島根県消防学校 

ウ 実施機関 

統合機動部隊、島根県内消防応援隊 

 

（３）燃料補給訓練 

ア 場所 

松江市北消防署東部分署 

イ 実施機関 

島根県石油協同組合 
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【課題・対策・評価】 

●燃料補給訓練 

 ア 確実かつスムーズな車両燃料補給体制の確立。進出拠点周辺の災害対応型 GS の把握、

もしくは燃料補給車の有効活用で不足を補うような体制の構築。（愛媛県大隊） 

イ 燃料給油場所が設定されていたが非常に合理的であると考える。実際の災害時も燃料補

給に関しては重要な課題であり、現地での油調達から車両への給油は単独部隊だけでの活

動は困難であるため組織化が必要であると考える。（島根県内参加部隊） 

 

 

 

 

【活動記録】燃料補給訓練 

 

●燃料補給訓練 
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５ 「夜間訓練」 

 

【実施概要】 

 指揮支援本部の指揮により、各隊が連携するブラインド訓練を実施した。 

 

【実施状況】 

（１）中高層火災対応訓練 

（２）街区火災対応訓練 

（３）狭隘空間救助訓練 

ア 日時 

平成２９年１０月２０日（金） １９時１５分から２１時００分まで 

イ 場所 

島根県消防学校 

ウ 実施機関 

指揮支援部隊、活動ミーティングにおいて指定された訓練参加機関 
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訓練番号 １ ～ ４

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

６　１日目；訓練項目別概要

訓練項目別概要票

備　　考

　各知事は、消防庁長官からの出動の求めを受け、代表消防機関及び県内の各消防機関へ連絡

　消防庁長官は、島根県、松江市長、及び安来市長に対して応援決定の通知を送付

　知事は、２市で災害が発生し、緊急消防援助隊の出動が決定したことに伴い、県庁内に消防応援活動調
整本部を設置

　県災害対策本部は、災害対策本部内に航空運用調整班を設置し、緊急消防援助隊航空小隊及び関係機関
の航空機の運用に関する指揮・調整・管理を実施

　県災害対策本部は、災害対策本部内に医療政策班を設置し、地域医療搬送等に関する調整及びＤＭＡＴ
による一連の災害医療に関する調整を実施

　消防庁長官は、調整本部と調整の上、進出拠点を決定して各応援県へ連絡

　島根県（健康福祉部医療政策課・防災部消防総務課）・松江市・安来市・松江市消防本部
　安来市消防本部・島根県内消防本部・島根県防災航空隊・島根県警察本部・航空自衛隊美保航空基
地・第八管区海上保安本部美保航空基地

　災害応急対策に関して連携する自衛隊・警察等の関係機関に対し、県災害対策本部への参画を依頼し、
連絡調整を実施

　島根県内の各消防本部の消防長は、「島根県消防広域相互応援協定」に基づき応援隊を派遣

　島根県知事は、島根県内の消防力を考慮して、消防庁長官に対して緊急消防援助隊の応援要請実施

　消防庁長官は「緊急消防援助隊の応援等の要請等に関する要綱」に基づき、島根県に対応する指揮支援
部隊及び統合機動部隊に出動の要請を行うとともに、第１次出動都道府県及び出動準備都道府県に対して
出動の出動準備の求めを実施

　消防庁長官は、災害規模等を考慮し、出動準備県も第１次出動県の対象として、緊急消防援助隊の出動
可能隊数を把握するため、各知事に対して出動可能隊数の報告の求めを実施

　各知事は、県内消防機関における緊急消防援助隊の出動可能隊数を取りまとめ、消防庁長官に報告

　消防庁長官による各知事への出動の求め

参加機関

訓練場所

項　目

　各機関は、災害発生を覚知後、直ちに災害対策本部等を設置し、災害実態の把握と情報の精査に努め、
必要な措置を講じた。

　被災地消防本部は、県内各消防本部に対し「島根県消防広域相互応援協定」に基づく応援を要請し、管
内の災害状況を島根県へ報告

　松江市消防本部並びに安来市消防本部の消防長は、各市長に対して前記の事項について報告するととも
に、大規模な消防の応援等（緊急消防援助隊）を必要とする旨の知事への連絡に関する進言

　松江市長並びに安来市長は、島根県知事に対して大規模な消防の応援等（緊急消防援助隊）が必要であ
る旨の連絡実施

　島根県庁・安来市役所・松江市消防本部・安来市消防本部

　島根県災害対策本部・島根県消防応援活動調整本部・安来市災害対策本部・松江消防災害対策本部
（指揮本部）・安来消防災害対策本部（指揮本部）

活
動
概
要

　松江市及び安来市において最大震度６強の揺れを観測したため、各機関は災害対策本部等を設置し
て被害情報の収集・共有化に努めるとともに、県内消防応援隊、並びに緊急消防援助隊の応援要請を
実施し、効果的な災害応急対策を行うために迅速な初動体制の確立を図る。

　災害対策本部等 設置運営訓練

　10月20日(金)　　9：00　～　12:00

訓練名称

訓練主眼

訓練日時
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訓練項目別概要票

訓練番号 5

本部長

副本部長

1

2

3

4

5

6

※

　航空運用調整班及び医療政策班との活動調整

　ロールプレイング方式（コントローラからの電話、状況付与カード等による状況付与）によ
る図上訓練形式

参加機関

訓練担当

備　　考

　島根県防災部消防総務課

訓練名称

訓練日時

訓練場所

構成員

　緊急消防援助隊の応援出動の基準に照らし、直ちに県災害対策本部に隣接して消防応援活動
調整本部を設置し、効果的な災害応急対策の体制の整備

本部員

　島根県防災部消防総務課職員
　島根県防災航空隊員
　代表消防機関代行職員（浜田市消防本部）
　被災地消防本部職員（松江市消防本部、安来市消防本部）

活
動
概
要

　島根県知事代理　島根県防災部長

　自衛隊、警察、海上保安庁、ＤＭＡＴ等の関係機関との連絡調整

　各種情報の集約・整理

　緊急消防援助隊の効果的な部隊配備及び管理（部隊移動を含む）

　県内消防応援隊及び緊急消防援助隊の消火、救助、救急活動、及び後方支援等の活動調整

　島根県防災部消防総務課・広島市消防局指揮支援隊・島根県防災航空隊・浜田市消防本
部・松江市消防本部・安来市消防本部

　消防応援活動調整本部 設置運営訓練

　緊急消防援助隊の出動に伴い、島根県知事は、緊急消防援助隊の迅速かつ的確な活動の
ため、消防応援活動調整本部を設置し、各関係機関とともに緊急消防援助隊の活動調整を
図り、災害対応体制を整備する。

　指揮支援部隊長（広島市消防局）、島根県防災部消防総務課長

　10月20日(金)　　緊急消防援助隊の出動　～

　島根県庁　６階講堂

訓練主眼
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訓練項目別概要票

本部長

本部員

1

2

3

4

※ 　ロールプレイング方式（コントローラからの電話、状況付与カード等による状況付
与）による図上訓練形式

活
動
概
要

参加機関

備　　考

訓練名称
　安来市緊急消防援助隊指揮支援本部

　岡山市消防局・神戸市消防局　

　松江市消防本部・安来市消防本部訓練担当

 設置運営訓練
訓練
番号

6・７

　各種情報の集約・整理

　各被災地に対する緊急消防援助隊の活動調整・管理

　関係機関との活動調整

訓練主眼

　松江市緊急消防援助隊指揮支援本部

　調整本部への報告等、情報共有

　緊急消防援助隊の出動を受け、指揮支援隊が被災地消防本部に到着後、指揮支援
本部を設置し、部隊配備された各隊の活動管理を実施する。

訓練場所

訓練日時

　・岡山市消防局指揮支援隊員、松江市消防本部職員
　・神戸市消防局指揮支援隊員、安来市消防本部職員

構成員

　10月20日(金)　　緊急消防援助隊の出動　～　

　・松江市消防本部 庁舎
　・安来市消防本部 庁舎

　・岡山市消防局指揮支援隊長
　・神戸市消防局指揮支援隊長
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訓練項目別概要票

訓練番号 8

指揮者

本部員

1

2

3

訓練担当

備　　考

　島根県防災航空隊

　中国四国各県防災航空隊・自衛隊・海上保安庁

活
動
概
要

　消防応援活動調整本部及び航空運用調整班との連絡調整

　緊急消防援助隊航空小隊及び関係機関の航空機の運用に関する調整及び管理

　その他、ヘリベースの運営に必要な活動

参加機関

　島根県防災航空隊長

　島根県防災航空隊職員
構成員

　島根県防災航空隊ヘリベース 設置運営訓練

　出雲空港（島根県防災航空管理所）

訓練名称

訓練主眼

訓練日時

訓練場所

　緊急消防援助隊の出動要請を受け、指揮支援部隊長等の受入をはじめ、緊急消
防援助隊航空小隊及び関係機関の航空機の運用に関する指揮及び活動管理等を実
施する。

　10月20日(金)　　緊急消防援助隊の出動　～　
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訓練項目別概要票

訓練番号 9

　
1

2

3

4

　被害情報の共有化

　各消防本部消防長の進言をもとに、各市長は大規模な消防応援の必要の判断により、知事に
対する要請の連絡

　

活
動
概
要

　松江市災害対策本部・安来市災害対策本部

　安来市災害対策本部は、安来消防災害対策本部（指揮本部）、島根県災害対策本部、及び調
整本部の間において、災害発生からの災害応急対策の初動対応に係る図上訓練の実施

備　　考

　松江市・安来市・松江市消防本部・安来市消防本部参加機関

　松江市及び安来市の災害対策本部は、各管轄市消防本部で実施されるシミュレーション訓練
にリンクした情報伝達訓練

　市災害対策本部 設置運営訓練

　松江市及び安来市において最大震度６強の揺れを観測したため、各機関は災害対策本部
等を設置して被害情報の収集・共有化に努めるとともに、緊急消防援助隊の応援要請を実
施し、効果的な災害応急対策を行うために迅速な初動体制の確立を図る。

　松江市役所・安来市役所

　10月20日(金)　　9：00　～　12:00

訓練名称

訓練主眼

訓練日時

訓練場所

項　目
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隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人

1 5 1 4 1 8 3 17

1 4 1 4 1 5 1 5 4 18

2 4 1 5 2 10 2 10 7 29

1 5 2 10 3 14 2 10 8 39

1 3 2 6 2 6 2 6 7 21

1 3 1 3

2 4 9 23 2 6 13 33

0 0

1 4 1 3 2 7

1 5 1 4 1 8 8 24 7 28 18 61 9 37 45 167

1

2

3

4

活
動
概
要

　統合機動部隊指揮隊

　統合機動部隊指揮隊の指揮のもと、進出拠点への出動

　航空小隊

　救助・救急活動

　情報収集航空小隊は、ヘリサット、ヘリテレ等を活用した情報収集及び映像配信

特殊災害小隊

救急小隊

通信支援小隊

後方支援小隊

参加機関 　広島市消防局・岡山市消防局・神戸市消防局・中国地区各緊急消防援助隊・鳥取県消防学校

　迅速出動の措置要求に係る別表Ｄ-１「区分Ⅱ」の適用を受け、要請から早期受け入れに係る連絡
調整等の実施

　指揮支援隊

　進出経路の確認。被害等の情報収集。調整本部、被災地消防本部への参画
（動態情報システム・情報共有ツール・ヘリコプター動態管理システムを活用）

計

指揮支援隊

統合機動部指揮隊

消火小隊

　各小隊への活動指示。指揮支援隊へ災害情報及び活動状況の報告

　各小隊（消火・救助・救急等）

訓練項目別概要票

訓練名称 　部隊参集訓練(迅速出動)

計　　　　　隊別
 部隊名

訓練番号 10

特殊装備小隊

備　　考

訓練主眼

訓練日時 　 10月20日(金)　　各隊の実動時間

参
加
部
隊

鳥取県岡山市

救助小隊

山口県神戸市

　指揮支援部隊長の属する指揮支援隊、消防庁又は指揮支援部隊長から連絡を受けた指揮
支援隊、第１次出動都道府県大隊に属する統合機動部隊及び第１次出動航空小隊は迅速出
動するとともに、被災地への進出経路の確認、後続の県大隊の活動に資する情報収集及び
提供を行う。

岡山県 広島県広島市
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隊 人 隊 人

1 4 1 4

3 15 3 15

3 15 3 15

4 14 4 14

3 7 3 7

1 2 1 2

15 57 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 57

1

救急小隊

後方支援小隊

特殊装備小隊

参加機関

訓練担当

　島根県内各消防本部

　松江市消防本部

　島根県消防広域相互応援協定

　被災地より応援出動の要請を受けた後に各消防本部を出発し、指定された集結場
所への進出

参
加
部
隊

計

訓練主眼
　島根県消防広域相互応援協定に基づく県内消防応援隊の派遣等に係る訓
練を実施する。

島根県           隊別
 部隊名

訓練項目別概要票

訓練名称 　部隊参集訓練（県内消防応援隊）

訓練日時 　 10月20日(金)　　各隊の実動時間

訓練番号 11

備　　考

県内消防応援隊
指揮隊代行

消火小隊

救助小隊

計

活
動
概
要

　県内広域消防相互応援協定による要請・応援に係る訓練の実施
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隊 人 隊 人

1 3 1 3

1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

２　訓練評価
【島根県評価員】

（１）Ｃ－１輸送機の車両積載スペースが狭く、ＣＤ－Ⅰクラス以上の車両搭載は不可能であり、代
　　替車両により搭載要領の確認、及び隊員の輸送訓練を行った。Ｃ－２輸送機による車両及び隊員
　　の輸送訓練の実施が望まれる。
（２）隊員のみを輸送した場合、隊員の移動手段について、他消防本部等との連携調整について留意
　　する。

            隊別
 部隊名

計

参加機関

備　　考

　航空自衛隊美保基地・隠岐空港・隠岐消防本部

　離島からの県内応援消防本部車両を航空機に搭載し、本土まで空輸する
ための手順を確認する。他機関と連携し輸送を実施する。

　 10月20日(金)　9:30～11:00

島根県

　事前調査によりＣ－１輸送機ではＣＤ１クラス以上の消防車両の機内固縛が十分
に行えないことから、実動について人員搬送のみを行うこととしたもの。
　なお、隠岐空港において、代替車両の積載車にて搭載卸下を実施するとともに、
諸手続き等の検証を行った。
　この際、隠岐消防隊の実動訓練参加の消防車両については、フェリー輸送により
実動訓練に参加した。

１　訓練項目別概要票

訓練名称
　自衛隊輸送機による消防車輸送訓練
　（県内消防応援隊）

訓練想定

訓練日時

訓練番号 12

県内消防応援隊

計

活
動
概
要

　離島からの集結において航空機を活用する手順、他機関との連携等に係る検証の実施

　航空法令等に則り、航空自衛隊の輸送機を活用した搭載卸下訓練を実施し、併せて、
隊員の輸送について実施

参
加
部
隊
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３　活動状況
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岡山県

隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人 隊 人

1 3 1 4 1 4 1 5 1 5 1 4 6 25

2 10 2 10 4 14 1 5 2 10 1 5 2 10 3 15 17 79

2 10 1 5 3 15 1 5 1 5 1 5 9 45

2 6 1 3 1 3 4 12 2 6 2 8 1 3 13 41

1 ― 1 3 1 3 3 6

4 8 5 11 8 22 4 13 4 14 3 9 4 9 3 9 35 95

0 0

2 5 2 5

12 37 10 33 16 47 5 18 14 55 8 30 10 37 10 39 85 296

1

2

参加機関

計

計

参
加
部
隊

　　

特殊装備小隊

　各小隊の集結から出動ルートの指示及び活動の管理。指揮支援隊へ災害情報等の報告を実
施。各小隊を指揮し、進出拠点への進出

　各小隊

　各県大隊の集結から出動ルート・進出拠点等の決定・連絡等、緊急消防援助隊の参集に係る訓
練の実施

特殊災害小隊

愛媛県

（動態情報システム・情報共有ツール・ヘリコプター動態管理システムの活用）

         隊別
 部隊名

鳥取県 徳島県

備　　考

活
動
概
要

広島県

県大隊指揮隊

救助小隊

救急小隊

高知県

　県大隊指揮隊長の指揮のもと、進出拠点への進出

＊　各県大隊は、消防庁長官からの求めを受けた後に各消防本部から実動時間により出動
（ブロック単位又は車両特性に応じた部隊編成等について考慮）

訓練担当

訓練項目別概要票

訓練名称 　部隊参集訓練（迅速出動以外の緊援隊）

　迅速出動した指揮支援隊、第１次出動都道府県大隊に属する統合機動部隊及び第１次出動
航空小隊を除く、各出動県大隊及び各県航空小隊は、指示を受けた進出拠点へ進出後、指定
場所への移動を実施する。

訓練番号 13

　島根県・島根県防災航空隊・松江市消防本部・安来市消防本部

香川県

訓練主眼

訓練日時 　 10月20日(金)　　要請後の実動時間

　中国四国各緊急消防援助隊・鳥取県消防学校

　県大隊指揮隊

消火小隊

後方支援小隊

通信支援小隊

山口県
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